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設
定
目
的

　

南
ア
ル
プ
ス
最
南
端
に
位
置
す
る
光て
か
り
だ
け岳
を
は
じ
め
、
加か
が
も
り
や
ま

加
森
山
、

中な
か
の
お
ね
や
ま

ノ
尾
根
山
な
ど
二
〇
〇
〇
㍍
を
超
え
る
一
帯
に
は
、
本
州
中
部
の

太
平
洋
側
に
お
け
る
山
地
帯
か
ら
高
山
帯
に
至
る
植
生
の
典
型
的
な

垂
直
分
布
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
約
一
七
〇
〇
㍍
ま
で
の
区
域
に
は

冷
温
帯
の
植
生
、
約
一
七
〇
〇
㍍
よ
り
上
部
は
亜
寒
帯
の
植
生
が
分

布
し
、
最
上
部
に
は
ハ
イ
マ
ツ
群
落
の
南
限
の
高
山
帯
や
石
灰
岩
地

特
有
の
植
生
も
包
括
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
生
態
系
を
保
護
・
管
理
し
、
自
然
環
境
の
維
持
、
動
植

物
の
保
護
、
遺
伝
資
源
の
保
存
、
森
林
施
業
・
管
理
技
術
の
発
展
、

学
術
研
究
等
に
役
立
て
る
た
め
、
保
護
林
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

地
況
・
林
況

　

標
高
二
〇
〇
〇
㍍
を
超
え
る
山
々
に
囲
ま
れ
、
多
く
の
沢
が
流
れ

て
い
ま
す
。
沢
の
流
域
は
極
め
て
急
傾
斜
で
、
下
部
に
は
浸
食
に
よ

り
生
産
さ
れ
た
砂
礫
が
堆
積
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
周
し
ゅ
う
ひ
ょ
う
が

氷
河
地
形
が

存
在
す
る
の
も
特
徴
で
す
。
こ
の
周
氷
河
地
形
は
、
光
岳
付
近
が
南

限
と
さ
れ
る
ハ
イ
マ
ツ
群
落
と
の
関
連
が
深
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

約
一
七
〇
〇
㍍
ま
で
の
区
域
は
冷
温
帯
の
植
生
分
布
を
示
し
、
イ

ヌ
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
等
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
約
一
七
〇
〇
㍍
よ
り
上
部
は
亜
寒
帯
の
植
生
を
示
し
、
コ
メ
ツ
ガ
、

ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
等
の
針
葉
樹
が
自
生
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
尾
根
筋
に
か
け
て
は
シ
ラ
ビ
ソ
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
が
多
く

分
布
し
て
い
ま
す
。

　
最
上
部
の
高
山
帯
に
は
ハ
イ
マ
ツ
群
落
及
び
ア
オ
チ
ャ
セ
ン
シ
ダ
、

イ
ワ
ウ
サ
ギ
シ
ダ
等
の
石
灰
岩
地
特
有
の
植
生
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

　国有林野には、世界自然遺産を始めとする原生的な森林生態系を有する森林や、希少な野生生
物の生育・生息の場となっている森林が多く残されています。
　国有林野事業では、1915 年（大正４年）以降、こうした貴重な森林を「保護林」として設定し、
森林や野生生物等の状況変化に関する定期的なモニタリング調査を実施して、森林の厳格な保護・
管理を行っています。

お問い合わせ先：計画保全部計画課  ダイヤルイン：026-236-2612
※詳細は、ＱＲコードを
　読み込んでください。

※自然保護のため、詳細な位置情報
　は掲載しておりません。
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き
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か
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だ
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か
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中
部
の
保
護
林（
第
３
回
）

シリー
ズ

本州南限のハイマツ帯

シラビソ群落


